
 

 

 

 

 

 

 

 

先月から真岡市内でインフルエンザが流行し始め、物部中でも、インフルエンザ A 型が流行しました。

そして先週から本校では、インフルエンザＢ型で出席停止となっている生徒が急激に出始めており、学

級閉鎖のクラスも出ました。まだまだ流行の恐れがあります。一人一人が予防をしっかりとおこない、

感染拡大を防ぎましょう。ご協力よろしくお願いします。 

 

 

★インフルエンザ(Ｂ型)の特徴 
1.感染経路 ：咳などで飛び散ったウイルスを吸い込んで感染する（飛沫感染）ほか、ウイルスが付着し

たドアノブなどに触れて感染する（接触感染）場合などがあります。 

2.潜伏期間 ：概ね 1～7日（多くは 3～4 日目まで） 

3.症  状 ：３８℃以上の発熱（熱が上がらず、平熱や微熱でも感染している場合があるので注意）、

咳・鼻水・のどの痛みなどの呼吸器症状や、腹痛・嘔吐・下痢・胃炎などの消化器系、頭

痛、全身のだるさ、筋肉痛の症状がでる場合もあります。 

 

★インフルエンザにかからないために 
・こまめに手洗いうがいをしよう 

・アルコール消毒スプレー、ジェルを有効的に使おう 
・マスクをつけよう 

・室内の空気を入れ換えよう 

（学校の教室→1 時間に 1 回 5 分以上、家庭→2時間に 1回程度） 

・室内の湿度を保とう（５０～６０％程度） 
・睡眠をきちんととって、栄養のある食事をし、免疫力を高めよう 
・こまめに水分補給をして、喉をうるおそう 
・人ごみへの外出は控えよう 

 

★インフルエンザをうつさないために 
１. 高い熱がでたときは 

→ 医療機関を受診してください。 
２. 「インフルエンザ」と言われたら 
 → 学校にすぐ連絡をしてください。（出席停止となります） 
３. 熱が下がったら 
 → 熱が下がってもウイルスは排出されています。症状によっては長く休む必要がある場合もあ

ります 

ので、必ず医師の指示に従ってください。 

４. 登校するときは 
 → 医師の「治癒証明書」が必要となります。再度受診する前に学校へ書類を受け取りにきてく

ださい。 
 
 

 

 

今週に入り患者数が激増しています。ご家庭でも健康観察をしていただき、体調不良がみ

られる場合は、無理をせず登校をひかえていただきますようお願い申し上げます。 

 

Ｈ２９．２．２８ 物部中学校 保健室（Ｎｏ．９） 



正しい手の洗い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

咳エチケット(飛沫感染対策)             （※政府広報オンラインより引用） 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

近年「歯磨き・口腔ケア」がインフルエンザの予防に有効であることがわかってきています。イン

フルエンザはウイルスが粘膜に侵入することで発症しますが、歯垢や舌の汚れなどの細菌はインフル

エンザウイルスが粘膜へ侵入しやすくする酵素を出すため、口腔内が不潔な状態だと、インフルエン

ザに感染しやすくなると考えられています。食後の歯磨きもきちんとおこないましょう♪ 

④ ③ ① 

⑤

きれいなハンカチやタオルを使って、

押し当てるように拭きましょう 

⑥ ⑦ 
水でよく泡を洗い流す 

 

⑧ 


